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このガイドについて

このガイドでは、WebCenter Sites で使用する UTF-8 文字エンコーディングをサ
ポートするように Oracle WebCenter Sites 環境を構成する方法について説明しま
す。 また、WebCenter Sites で多言語操作を有効にするために必要な WebCenter 
Sites 固有の設定情報も提供します。 最後の章では、特定の国際化要件を持つ
WebCenter Sites の機能について説明します。

このガイドで説明しているアプリケーションは、旧 FatWire の製品です。 命名規
則は次のとおりです。

• Oracle WebCenter Sites は、以前は FatWire Content Server と呼ばれていたアプ
リケーションの現在の名前です。 このガイドでは、Oracle WebCenter Sites を
WebCenter Sites と呼ぶこともあります。

• Oracle WebCenter Sites: Explorer は、以前は FatWire Content Server Explorer と
呼ばれていたアプリケーションの現在の名前です。 このガイドでは、Oracle 
WebCenter Sites: Explorer を Sites Explorer と呼ぶこともあります。

• Oracle WebCenter Sites: Desktop は、以前は FatWire Content Server Desktop と呼
ばれていたアプリケーションの現在の名前です。 このガイドでは、Oracle 
WebCenter Sites: Desktop を Sites Desktop と呼ぶこともあります。

• Oracle WebCenter Sites: DocLink は、以前は FatWire Content Server DocLink と
呼ばれていたアプリケーションの現在の名前です。 このガイドでは、Oracle 
WebCenter Sites: DocLink を Sites DocLink と呼ぶこともあります。

対象読者

このガイドは、WebCenter Sites システムのインストール・エンジニア、開発者
および管理者を対象としています。 このガイドのユーザーは、データベース、ア
プリケーション・サーバー、Web サーバーおよびブラウザに加え、ファイル・
システムのエンコーディングや製品固有のプロパティ・ファイルおよびタグに精
通している必要があります。 WebCenter Sites ベースの運用を行うには、
WebCenter Sites のインタフェース (WebCenter Sites の Admin インタフェース
や Contributor インタフェース ) のほかに、Sites Desktop や Sites DocLink など
のクライアントにも精通している必要があります。 
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表記規則

このガイドでは、次の表記規則を使用します。

• 太字は、ユーザーが選択するグラフィカル・ユーザー・インタフェース要素
を示します。

• 斜体は、ドキュメントのタイトル、強調、またはユーザーが特定の値を指定
する変数を示します。

• 等幅フォントは、ファイル名、URL、サンプル・コード、または画面に表示
されるテキストを示します。 

• 等幅太字フォントは、コマンドを示します。

サード・パーティのライブラリ

Oracle WebCenter Sites およびそのアプリケーションには、サード・パーティの
ライブラリが含まれています。 詳細は、Oracle WebCenter Sites 11gR1: サード・
パーティのライセンスを参照してください。
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第 1 章

環境の構成

この章では、WebCenter Sites で多言語操作を有効にするための環境の構成方法
について説明します。

この章は、次の項で構成されています。

• WebCenter Sites 固有の設定

• Internet Explorer の設定
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WebCenter Sites 固有の設定 

cs.contenttype プロパティ

futuretense.iniの cs.contenttypeプロパティは、システム全体の ( グロー
バル ) プロパティで、出力文字のエンコーディングを定義します。 このプロパ
ティはデフォルトで text/html; charset=UTF-8に設定されます。 特定のエン
コーディングが必要な場合は値を変更してください。 たとえば、出力エンコー
ディングを Shift_JIS にしたい場合は、このプロパティを text/html; 
charset=Shift_JISに設定します。 Sites Explorer では、この設定を使用して
データが適切に表示されます。

cs.contenttype 変数 (SiteCatalog resargs1 で設定 )
cs.contenttype変数を使用すると、ページ単位で出力エンコーディングを制御
できます。 この値は cs.contenttypeプロパティに定義された値よりも優先され
ます。 値は、cs.contenttypeプロパティと同じように設定します
(「cs.contenttype プロパティ」を参照 )。 

WebServices の下のページは cs.contenttype=application/
xml;charset=UTF-8に設定されることに注意してください。

フォームの _charset_ hidden 変数

国際データの入力に HTML の formタグを使用する場合は、_charset_入力タ
イプ変数を form宣言の直後に設定してください。 たとえば、次のように指定し
ます。

<form action='ContentServer' method='get'>
<input type='hidden' name='_charset_'/>
<input type='hidden' name='pagename' 

value='<%=ics.GetVar("pagename")%>'/>
<input type='text' name='name' value='<%=ics.GetVar("name")%>'/>
<input type='submit'/>
</form>

値を指定しない場合、_charset_ hidden 変数は Internet Explorer ブラウザでの
み有効になります。

注意

• 特定の WebCenter Sites インスタンスに選択した設定は、すべてのクラス
タ・メンバー ( ある場合 ) とすべての環境 ( 開発、コンテンツ管理、配信
など ) で再現する必要があります。

• ここで説明するプロパティや変数が設定されていない場合、
cs.contenttypeプロパティはデフォルトで text/htmlになります。 デ
フォルトでは、出力の文字セットはデフォルトのシステム・エンコー
ディングになります。
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優先されるエンコーディング

WebCenter Sites で、より一般的なエンコーディング (Shift_JIS) と密接に関連し
た特定のエンコーディング (Cp943C など ) を使用して HTTP リクエストに対応
する必要がある場合、_charset_ hidden 変数のみでは不十分です。 Internet 
Explorer では、Cp943C に設定された _charset_ value は Shift_JIS に変更され
ます。 そのため、WebCenter Sites はすべてのデータを Shift_JIS で読み取る取る
ように強制されます。 この状況を解決するために、次の特別な名前プロパティ構
文を使用します。

cs.contenttype.<charset>=<preferred_encoding_for_this_charset>

たとえば、前述のシナリオで Cp943C を使用するように WebCenter Sites に指定
するには、このプロパティを次のように設定します。 
cs.contenttype.Shift_JIS=Cp943C

このプロパティ構造は、前述のような Internet Explorer の動作の競合によって
_charset_ value の値が変更される特殊な状況でのみ必要になることに注意してく
ださい。 

XML または JSP 要素で指定されるエンコーディング

XML 要素の <?xml行のエンコーディングは、ディスク上の .xmlファイルのエ
ンコーディングを指定します。 これは JSP でも同じです。 ページ・ディレクティ
ブで指定されるエンコーディングは、次の 2 つのことを指定します。 1 つ目は、
ディスク上の .jspファイルのエンコーディングです。 2 つ目は、評価される JSP
要素の出力エンコーディングです。 これは包含する JSP のエンコーディングに変
換されます。XML の場合は、ページの出力エンコーディング (content-type) に
変換されます。 したがって、cs.contenttypeを使用して出力ページに Shift-JIS
のような特定のエンコーディングを指定することもできますが、JSP は UTF-8 を
出力でき、UTF-8 は Shift-JIS に変換されてページ応答の出力ストリームに書き
込まれます。 次の例は、エンコーディングの指定方法を示しています。

• XML: <?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?>
• JSP: <%@ page contentType="text/html; charset=UTF-8" %>

SetVar タグの使用

JSP および XML の SetVarタグを使用して出力ページのエンコーディングを制
御することもできます。 SetVarタグは、あらゆるストリーム出力の前に設定す
る必要があります。 

JSP の場合は、次のように記述できます。

<cs:ftcs>
<ics:setvar name="cs.contenttype" value="text/html; charset=UTF-8" 
/>
...
</cs:ftcs>

XML の場合は、次のオプションを使用できます。

<ftcs>
<setvar name="cs.contenttype" value="text/html; charset=utf-8"/>
...
</ftcs>
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2 番目のオプションとして ics.streamheader XML タグを使用できますが、こ
れも、あらゆるストリーム出力の前に設定する必要があり、XML でのみ有効で
す。

<ftcs>
<ics.streamheader name="Content-Type" value="text/html; 

charset=utf-8"/>
...
</ftcs>

HTTP META タグの使用

前述のいずれかの方法でエンコーディングを指定した場合、META タグは影響を
与えません。 前述の方法を使用していない場合は、META タグに指定されたエン
コーディングによるデータ表示がブラウザで試行されます。

Internet Explorer の設定
Internet Explorer 8 には、デフォルトで、すべての言語がインストールされま
す。 特定言語のテキストを表示できない場合は、ブラウザでその言語を有効にす
る必要があります。 

異なる言語のコンテンツを表示する手順は次のとおりです。

1. 「ツール」→「インターネット オプション」→「全般」タブを選択します。 

2. ページ右下にある「言語」をクリックします。

3. 「追加」をクリックして、すでに表示されている言語のリストに言語を追加
します。

4. 「OK」をクリックします。

5. Internet Explorer を閉じてから再度開きます。 指定した言語のコンテンツが
Web ページで提供されている場合は、それが表示されるようになります。
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第 2 章

国際化のための追加仕様

この章では、特定の国際化要件に対応する WebCenter Sites のいくつかの機能を
取り上げます。 次の各機能について説明します。

• ファイル・システムに格納されるファイル

• 属性エディタ

• XML Post

• カタログ・ムーバー

• Sites Explorer

• Sites Desktop および Sites DocLink

• WebCenter Sites インタフェース
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ファイル・システムに格納されるファイル
多くの間接ファイルは、url列参照のためにファイル・システムに格納されま
す。 ここでは、これらのファイルについて説明します。

XML および JSP ファイル

9 ページの「XML または JSP 要素で指定されるエンコーディング」を参照して
ください。

HTML ファイル

HTML ファイルの読取りは、file.encoding Java パラメータ値を使用して行わ
れます。 ファイル内のデータも、最初に格納された方法によって異なります。 

SystemSQL 問合せ

SystemSQL は、url列を使用して、SQL 問合せを保持するファイル・システム
上のファイルをポイントします。 このファイルをロードする際、エンコーディン
グは Java デフォルト・エンコーディング
(System.getProperty("file.encoding")) であると仮定されます。 SystemSQL
問合せを作成する方法はいくつかあります (Sites Explorer、テキスト・エディタ
または WebCenter Sites を使用 )。 通常データは実行時に変数の置換によってマー
ジされるため、問合せの作成には常に ASCII7 を使用することが最善です。

SystemPageCache 表から参照されるページ・キャッシュ・ファイル

ページ・キャッシュ・ファイルの場合は、ファイルのエンコーディングが UTF-
8 になるようにページ・キャッシュ・ファイルを扱います。 このファイルに対す
る書込みと読取りは WebCenter Sites を通してのみ行うため、このように管理で
きます。 

属性エディタ
属性エディタのテキストは、次の 2 通りの方法で指定できます。

• 指定されたテキスト領域にテキストを入力します。 Form Post によってエン
コーディングが決まります。

• 「参照」ボタンを使用して、テキスト・ファイルを選択します。 テキスト・
ファイルのエンコーディングは、xcelerate.charsetエンコーディングに
指定されたエンコーディングと一致する必要があります。 
(xcelerate.charset プロパティは futuretense_xcel.iniファイル内に
あります。)
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アーティクル本体、フレックス・アセット、ユーザー定義アセット

アーティクル本体は、file.encoding Java プロパティ値を使用してファイル・
システムに格納されます。 

XML Post
非 ASCII ファイルを XML Post を介してポストする場合は、Java ファイルのエ
ンコーディングとファイルのエンコーディングが一致する必要があります。 たと
えば、日本語のファイル (UTF-8 として保存 ) を UTF-8 システムにポストする場
合は、XML Post コマンドを実行する前に次のいずれかを設定する必要がありま
す。

• システム・ロケールを UTF-8 に設定します。

• -Dfile.encoding=UTF-8のオプションを XML Post コマンドで指定します。 

同様に、ファイルを Shift_JIS として保存する場合は、対応するシステム・ロ
ケールを設定するか、java file.encodingオプションを指定する必要がありま
す。

WebCenter Sites は、ポストされた XML ファイルの最初の行である <?xml行の
エンコーディングをサポートします。 これによって、.xmlファイルの読取りに
関する他のすべてのエンコーディングがオーバーライドされます。

カタログ・ムーバー
CatalogMover.bat (UNIX の場合は .sh) ファイルを開き、javaコマンドを変
更して file.encodingパラメータを含め、カタログに格納された文字を表示す
るために必要なエンコーディングの値を指定します。 ファイル・システムのデ
フォルト・エンコーディングがカタログに格納されたデータのエンコーディング
と一致する場合、この手順は不要になります。

Sites Explorer
Sites Explorer では、futuretense.iniの cs.contenttypeプロパティを正しい
値に設定する必要があります。 単純な ASCII 文字を表示する場合は、何もする必
要はありません。 一方、日本語のような複雑な文字を表示する場合は、
cs.contenttypeを次のいずれかに設定する必要があります。

• text/html;charset=SJIS 

• text/html;charset=UTF-8

また、日本語を始めとする各種文字セットを正しく表示するために、場合によっ
てはそれらのフォント・サポートをロードすることが必要になります。 たとえ
ば、これを Windows 2003 で行う場合は、「設定」→「コントロール パネル」→

「地域のオプション」を選択します。 最初のタブである「全般」タブで、「システ
ムの言語設定」というタイトルのリストからサポートする言語を選択し、「適用」
をクリックしてから「OK」をクリックします。 これにより、Windows インス
トール CD を挿入するように指示されます。 
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Sites Desktop および Sites DocLink
Sites Desktop および Sites DocLink は、Windows がサポートする文字セットを
サポートします。 Sites Desktop または Sites DocLink で特定の文字セットを有効
にするには、最初にそれを Windows で有効にします。 手順の詳細は、Microsoft 
Windows のドキュメントを参照してください。

WebCenter Sites インタフェース
ユーザーのマシンは、WebCenter Sites インタフェースで表示される文字をサ
ポートできることが必要です。 英語以外の言語の場合、ユーザーは必ず次を行う
必要があります。

• 文字を表示するための適切なフォントをインストールします。

• Windows マシンの場合は、ロケールと言語設定が表示される文字をサポー
トする必要があります。 たとえば、日本語の文字をインタフェースに表示す
る場合は、日本語の文字を表示するように最初に Windows を構成する必要
があります。 ( 対象言語をサポートするための Windows の構成手順は、
Windows のドキュメントを参照してください。)

• UNIX マシンの場合は、ロケール (LANGおよび LC_ALL環境変数 ) を適切に
設定する必要があります。

• ブラウザのエンコーディングを正しく設定する必要があります。

単一言語の制限

コンテンツ管理システムは多言語に構成できますが、ユーザー・インタフェース
の一部を 1 つの言語でのみ表示するようにできます。

たとえば、WebCenter Sites データベースの表や列の名前、およびカテゴリや
ソース・コードなどの個々のアイテムは、1 つの名前のみを持つことができま
す。 つまり、個々の WebCenter Sites フォーム上のテキストのほとんどは多言語
で表示できますが、フィールド名やアセット・タイプ名などのアイテムは 1 つの
言語でのみ表示できます。

1 つの名前のみを持つことができる WebCenter Sites のアイテムを次に示します。
これらのアイテムは、1 つの言語でのみ表示できます。

• アセット・タイプ名

• フィールド名

• アセット名

• カテゴリ

• ソース・コード

• ツリー・タブ名

• サイト名

• ワークフローの構成要素の名前 ( アクション、電子メール・オブジェクト、
条件、状態、ステップ、プロセス )

• ロール名
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• スタート・メニュー・アイテム、検索と新規の両方

複数の言語をサポートするシステムでは、大部分のコンテンツ・プロバイダが使
用する言語を判断してから、その言語を使用してサイト、タブ、アセット・タイ
プなどの名前を指定する必要があります。

機能上の制限

WebCenter Sites を国際的に使用する際は、機能面で次の制限があります。 

• プロパティ・エディタは ASCII のみをサポートします。 

• 小数は米国形式で入力する必要があります (「.」小数点記号 )。 
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